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雲南省の地衣類の chemotaxonomy並びに
地衣成分の薬理スクリーニング試験

成井孝雄

明治薬科大学生物研究室

助教授

雲南省各地で地衣類の調査・採集を実施し、 400種を超える
サンプルを得た。現在、これらの chemotaxonomyとスクリ}
ニング試験を実施している。ここでは、雲南省において現在も
食品やお茶などに用いられている地衣類の中で、今回の調査・
研究で二次代謝産物の詳細を明らかにすることが出来た 12種
の地衣類の chemistryなどを報告する。
KEY WORDS - chemotaxonomy; gradient HPLC; lichen; 
secondary product; standardized 1工Canalysis; II.lnnan 

[序論]
中国雲南省は熱帯地方から高山地帯まで極めてバラエティー
に富んだ環境を有し、植物学的に未調査の地域が存在するばか
りでなく、この地域にのみ産する地衣類が数多く存在する事で
知られる。実際、著者らが今回採集した地衣類標本は400種
を超えており、これら全てのサンプルの chemistryの解明と、
薬理スクリーニング試験にはもう暫く研究時聞が必要である。
ここでは、中国側の共同研究者が既に雲南省の周辺で採集し、
昨年4月から日本と米国に於いて化学分析を始めてきた 12種
の地衣類サンプルの分析結果を報告する。一方、これらの地衣
類は、現地の少数民族が食品や健康茶などに古来から用いてい
るもので、それらの用法や効能などに関する現地調査の結果は
新規の医薬品開発の一助となりうる情報を含むと考えられた。
そこでこれらの調査結果も併せて報告する。なお今回の調査・
研究に、米国ノースカロライナ州デューク大学植物学部の

Chicita F. Culberson教授、並びにVVilliamL. Culberson教授の
両氏を共同研究者として加えた。



[目的]
雲南省各地に居住する多数の少数民族が食用もしくは薬用や
健康食品として利用してきた以下の地衣類の chemistry並びに
それらの用法、あるいは効能に関して調査・研究する。

E1ノerniastrumcirrhatum (Fr.) Hale ex Sipman， Lasallia asiae-
orientalis f. major恥 i& Jiang， Lethariella cladonioides (Nyl.) 
Krog em Wei， Lobaria isidiophora Yoshim.， Lobaria kurokawae 
Yoshim.， Ramalina conduplicans ¥ainio， Sulcaria sulcata (LevJ 
Bystr. ex Brodo & Hawksw.， Thamnolia vermicularis (Sw.) Ach. ex 
Schaerer， Thamnolia subuliformis (Ehrh.) W Culb.， Thamnolia 
venηicularis ssp. solida Sato， Umbilicaria indica Frey， Usnea 
longissima Ach. 

[方法1
1工CはChicitaらの "Threesolvent systems"を用いた (1981)10 
すなわち、展開溶媒に
A液:toluen - dioxaneー acticacid = 180:45:5 
pre B l'夜:60 % acetic acid (5 min) 
B液:hexane - methyl tertiary-butyl ether - formic acid 

= 140:72:18 
pre C液:acetic acid (3 min) 
C液:toluene - acetic acid = 200:30 

を使用し、コントロールレーンには norsticticacidとatranorin
を用いたo 1LCプレートは Merck社の Silicage160 F254 5715を
使用した。

HPLCは溶媒系として
Solvent 1 methonol - waterー o-phosphoricacid = 30:70: 1 
Solvent 2 methanol 

を用いた。グラジエント条件は Naruiらの報告2に従い、 80% 
のSolvent1を40分間で15%の Solvent1にリニアグラジエント
した。次に、この条件を 20分間維持し、計60分間測定した。
カラムは Beckman社製の ODSカラムを用い、検出波長に 270
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nmを用い、色素の検出には 430nmと760nmを採用した。

[結果・1]
雲南省周辺で採集した 12種の地衣類の chemistry

1. Everniastrum cirrhatum (Fr.) Hale ex Sipman 
記注-CH町A."funnan 針。v.:Luquan Co.; 3，000 m. 
羽ゐngLi-song 93-18129。1993.(HKAS 16051) 

成分-アトラノリン、クロロアトラノリン、コンサラチン

酸、サラチン酸、脂肪酸、プロトリケステリン酸、

リケステリン酸。

2. Lasallia asiae-orientalis f. major Wei & Jiang 
記注-CHINA.Sichuan Prov.: Huei1i Co.， Longzhoushan; 
3.500 ID. On rock. 
Wang Li -song， 97-17832， 1997. (HKAS 16059) 

成分ーヂロフォール酸、パプロシン酸、ヒアスチン酸、フ
ッサリル酸、レカノール酸、 トリテルペノイド。

3. Lethariella cladonioides例'yl.)Krog em Wei 
記注-CHINA."funnan Prov.: Lijiang Co.; 3，900 ID. 
明弘ngLi-song 81-18132， 1981. (HKAS 16053) 

成分一アトラノリン、カナリオン、コンノルスチクチン酸、

ノルスチクチン酸。

4. Lobaria isidiophora yiωhim. 
記注-CI召NA.Sichuan Prov.: Luding Co.; 2，450 ID. 
On Picea sp. 
Wang Li -song 96-16930，1996. (HKAS 15922) 

成分一クリプトスチクチン酸、コンスチクチン酸、スチク
チン酸、ヂロフォール酸、ノルスチクチン酸、レカ

ノール酸。

5. Lobaria kurokawae Yoshim. 
記注-CHINA."funnan Prov.: Binchuan Co.; 3，000 m. 
Wang Li -song 96-18134，1996. (HKAS 16060) 

成分ーヂロフォール酸、レカノール酸。

6. Ramalina conduplicans Vainio 
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記注-CHINA.Yunnan Prov.: Lijiang Co.; 2，500 ffi. On a bush. 
Wang Li -Song 81-18130， 1981. (HKAS 16052) 

成分一ウスニン酸 (trace)、コンサラチン酸、サラチン酸、
色素成分sv-1。

7. Sulcaria sulcata (Lev.) Bystr. ex Brodo & Hawksw. 
記注-C阻NA.Sichuan Prov.: Hueili Co.; 3，450 ffi. 
On Rhododendron sp. 

Wang Li -song， 97-18133， 1997. (HKAS 16054) 
成分-アトラノリン、プソローム酸、プソローム酸に関連

した構造の未同定化合物、未同定化合物侭fclass= 
A6B5-6C6; H+黄緑;トルエン不溶)。

8. Thamnolia vermicularis (Sw.) Ach. ex Schaerer 
記注_.CH町A.Yunnan 針ov.:Lijiang Co.; 4，100 ffi. 
Wang Li-song 81-18131， 1981.但KAS16050) 

成分一何TangLi-song 81-_18131B，1-18131D}. 
スカマート酸、タムノール酸、デカルボキシタムノ

ール酸、ベオミケス酸。地衣体は uvーを示した。
9. Thamnolia subuliformis (Ehrh.) W. C叫b.
記注-CH町A.Yunnan Prov.: Lijiang Co.; 4，100 ffi. 
Wang Li -song 81-18131，1981. (HKAS 16050) 

成分一バルバチン酸、 3-αーヒドロキシバルパチン酸、ベ
オミケス酸、スカマート酸。地衣体は UV+を示した。

10. Thamnolia vermicularis ssp. solida Sato 
記注-TIBET.4，400 ffi. Collector in Chinese，笠7，1975.
(HKAS 1089) 

成分一スカマート酸、バルパチン酸、 3-αーヒドロキシパル
バチン酸、ベオミケス酸。地衣体は UV+を示した。

11. Umbilicaria indica Frey 
記注-C阻NA.Sichuan Prov.: Hueili Co.， Longzhoushan; 

3，500 ffi. On rock.羽18.ngLi-song， 97-1783L 1997. 
(HKAS 16058) 

成分ーヂロフォール酸、未同定トリテルペノイド、ヒアス
チン酸、レカノール酸。
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12. Usnea longissima Ach. 
記注-CHINA.Sichuan Prov.: Julong Co.; 3，000 m. 
On Rhododendron sp. 
明ゐngLi -song， 96-1656L 1996. (HKAS 15923) 

成分-ウスニン酸、ニューロポゴリン酸、ネオジヒドロム
ロリン酸、ノルパルパチン酸、バルパチン酸、ムロ
リン酸。

[結呆-2]
雲南省周辺の食用地衣類の調査・研究

A. 食品としての地衣類
雲南省の少数民族は 5種の地衣類を食糧としてきた。その内、
Lobaria属の3種は油で妙めて温かい料理として食べる。一方、
Ramalina属の 2種は通常は冷製料理として供されてきた。

1. 冷製として
Ralnalina conduplicans ¥hln.， 
Ramalina sinensis J atta. Nuov. 

地方名: 'shu hua' (Jinggu郡)、
‘shi hua cai' (雲南省中心部).

雲南省南西部、 yi族、 D泊族、 Han族などが暮らす Jinggu郡
では、 Ramalina属の上記2種の地衣類を結婚式の際の冷製とし
て宴会料理に供する。この習慣は古代から今日まで変わること
なく続いており、調味料として塩と唐辛子粉が添えられる事は
あるが、温められた料理が給仕されることはない。例外的に、
雲南省中央部や Chuxiong地方ではこれら 2種の地衣類が豚肉
と一緒に油妙めで供される事がある。
食べる際には、まず地衣体を重曹の入った湯で 10-20分沸騰
させた後、流水で、 1-2日晒してから前記の目的で食用に用いる。
2種の地衣類は外観が良く似ており、現地の人々はこれらを
区別することはない。 Jingdong郡の食品庖は何処も 2種を混合
した状態で販売している。
R. canduplicansは樹皮に着生する樹枝状地衣で、 0.5-2mm幅
で、平坦かつ不規則に 2分枝しながら生長する。 R.sinensisも
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樹皮着生で、扇状に生長し、長さ 6cm、幅3δcmになる。

2. 珍味として
Lobaria kurokawae Yoshim.， 
Lobaria isidiophora Yoshim. 

地方名: ‘qing wapi'のali、Binchuan郡).
雲南省北西部の Bai族の居住地域ではこの2種はごく普通の
食料である。初め地衣体を 10-20分間煮て、清水に 1-2日浸し
た後、豚肉と泊で妙、めて食膳に供す。

この 2種は区別が容易で、あるため、 Binchuan郡の食料品庖で
は分けて販売しているが、混合状態で売られている事もあった。
Lobaria isidiophoraはブナなどの樹皮に着生し、直径 15cm 
を超えて生長するのは珍しくない。共生藻は緑藻。湿っている
状態では地衣体の背面は緑灰色、裂芽は円筒状で縁生、裂片の
背面に裂芽を持つ。一方、 L.kurokawaeは樹皮などに着生し、
直径 10-15cmに生長する。共生藻は藍藻で、地衣体の背面は黒
茶色、湿潤時は緑藍色。裂芽や粉芽は無く、背面は凸凹な小じ
わが有るか滑らかである。

3. 救荒食として
Lobaria orientalis (Asahina)おshim.

地方名: ‘Lao long pi' (Mianning郡近辺)
Zang (チベット)族が居住する雲南省北西部では古来から飢鐘
の際、 L.orientalisを救荒食とした。地衣体を水で30分間沸騰
させた後、清水に 1-2日浸し、油妙めにしたり、香辛料と混ぜ
て冷製として供する。
L. orientalisは雲南省北西部では最も一般的に見られる地衣
類で、樹皮に着生し、地衣体の直径が 20cmを超える事が珍し
くない。地衣体背面は湿った状態では灰緑色で、厚みがあり、
裂芽も粉芽も無い。子器は時折その縁部に認められる。胞子は
無色で l子嚢に8個、 4室に分かれる。

B. 健康茶としての地衣類
雲南省では健康維持、あるいは保健飲料として少なくても 4

種の地衣類がお茶代わりに利用される。 Thamnoliavermicularis 
とTh.subuliformisの2種が‘雪茶'、 Lethariellacladonioides 



とL.sinensisの2種が‘紅雪茶'として常用される。現地では
上記の地衣体をカップやグラスに入れ、沸騰水を注いで、 3-5分
置いた後に直接飲み始める。一般の緑茶を飲用する習慣と同様、
極めて日常的な慣習となっている。

1. 雪茶
Thamnolia vermicularis (Sw.) Ach. ex Schaer.， 
Thamnolia subuliformis但hrh.)W Culb. 

地方名:Xue cha (Zhong dian、Lijiang地方)。この XueCha 
とは‘高原に生育する茶'を意味する。

Thamnolia vermicularisとTh.subuliformisには抗炎症の効果
があるとされ、明代から漢方薬の原料として使用されてきた長
い歴史があると信じられる。その他の効能としては体液の生産

を高め、渇きを止め、精神を安定させ、心臓を助け、高血圧、
神経衰弱、肺炎などに効果があると言われる。
今では雲南省の何処でも入手出来るが、オリジナルな商品は

Naxi族の住む Lijiang地方で入手出来る。この 2種は形態が良
く似ているため、混じり有った状態で売られている事が多い。

2. 紅雪茶
Lethariella cladonioides (Nyl.) Krog em. Wei Krog.， 
Lethariella sinensis Wei et Jiang 

地方名:Lu xing cha叉は Hongxue cha (Deqin、Zgongdian、
Lijiang地方)。

これらの地衣類はチベットの伝統医学で用いられる薬物で、

血圧を下げたり体脂肪を減少させる効があると言われ、一般に、
炎症に有効であると伝承されている。

現地の人々は健康に不安や問題がない場合でも、まるでお茶
を飲むように飲用していた。この茶は Zang(チベット)族が居住
する Zhongdian郡などで容易に購入できる。現地の人々は高地
まで出かけて」これらの地衣類を採集している。 2種の地衣類
は似かよった赤錆色で形も良く似ており、現地の人々は両者を

全く区別せずに採集している。

L. cladonioides は二股に分枝しながら 5-10cmの高さに直立
して生育する。一方、 L.sinensisは15cmまで枝分かれしなが
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ら垂れ下がるように生育する。

[考察]
雲南省産の地衣類の chemotaxonomy並びに地衣成分の薬理

スクリーニング試験を実施する第一段階として、現地少数民族

め間で古来から食品あるいは健康茶に用いられてきた 12種の

地衣類の chemistryを[結果-1]に記載した様に、詳細に明らか
にする事が出来た。特に今回は即日を併用したため、これま

で、当該地衣類で、存在を確認出来なかった、クロロアトラノリン、

コンノルスチクチン、デカルボ、キシタムノール酸、 3-αーヒドロ

キシバルバチン酸、リケステリン酸などをそれぞれ検出するこ

とが出来た。これら微量に存在する二次代謝産物の検出は今後

の研究において chemotaxonomyの，一助となる可能性が考えら

れる。なお、今回の調査・研究において、中国で食用地衣類と

される Cladinaaggregata， Umbilicaria esculentaの2種を採集す
る機会に恵まれず残念であった。
次に、[結果-2]としてこれらの食用地衣類の現地での用法や

効能などをまとめた。新婚の 2人がRamalinacanduplicansあ
るいはR.sinensisで造られた冷製を結婚式で食べるのは一種の
セレモニーと考えられる。カップルの幸せと生命の誕生そして

子孫の繁栄を願い、それらを象徴するのがこの2種の地衣類で
あると伝えられる。この事実は、彼らが菌類と藻類が共生して

新しい生命を創造し、繁殖していくという地衣類の本質をあた

かも見抜いているように窺えて興味をそそられる。
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